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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年2月27日(2020.2.27)

【公開番号】特開2019-193662(P2019-193662A)
【公開日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-045
【出願番号】特願2019-129161(P2019-129161)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/86     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/01     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/04     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/11     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/768    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  39/17     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/86     ＺＮＡＺ
   Ｃ１２Ｎ    7/01     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    7/04     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/11     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/76     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/768    　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/17     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月17日(2020.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　修飾Ｆタンパク質切断配列（ＦＰＣＳ）を含む弱毒化ニューカッスル病ウイルス（ＮＤ
Ｖ）であって、前記修飾ＦＰＣＳが、以下：
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【化１】

からなる群から選択され、前記ウイルスが、Ｐ－Ｍ結合部及び／又はＨＮ－Ｌ結合部に挿
入された１つ又は複数の異種ポリヌクレオチド配列を有する、弱毒化ニューカッスル病ウ
イルス。
【請求項２】
　前記修飾ＦＰＣＳが、以下：

【化２】

である、請求項１に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルス。
【請求項３】
　前記ウイルスが、６０～３１８ヌクレオチドの長さの非コード配列を含む増大したＨＮ
－Ｌ遺伝子間領域を有する、請求項１又は２に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルス。
【請求項４】
　前記ＨＮ－Ｌ遺伝子間非コード配列が、６０、１０２、１４４、１９８又は３１８ヌク
レオチドの長さである、請求項３に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルス。
【請求項５】
　前記非コード配列が、パラミクソウイルス１型（ＡＰＭＶ－１）、呼吸器合胞体ウイル
ス（ＲＳＶ）又はランダム配列から得られる、請求項３又は４に記載の弱毒化ニューカッ
スル病ウイルス。
【請求項６】
　前記異種ポリヌクレオチド配列が、ＩＬ－１２又はＩＬ－１２ｐ７０をコード化するト
ランスジーンである、請求項１～５のいずれか一項に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイ
ルス。
【請求項７】
　前記修飾ＦＰＣＳが、以下：
【化３】

であり、かつ前記ウイルスが、１９８ヌクレオチドの長さの非コード配列を含む増大した
ＨＮ－Ｌ遺伝子間領域を有する、請求項６に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルス。
【請求項８】
　前記異種ポリヌクレオチド配列が、ヒトＧＭ－ＣＳＦをコード化するトランスジーンで
ある、請求項１～５のいずれか一項に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルス。
【請求項９】
　前記修飾ＦＰＣＳが、以下：
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【化４】

であり、かつ前記ウイルスが、１９８ヌクレオチドの長さの非コード配列を含む増大した
ＨＮ－Ｌ遺伝子間領域を有する、請求項８に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルス。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルスを含む、腫瘍細
胞を選択的に殺傷するための組成物。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルスを含む、被験者
における腫瘍退縮を誘導するための組成物。
【請求項１２】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルスを含む、腫瘍細
胞生存又は増殖を低減するための組成物。
【請求項１３】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルスを含む、被験者
における新生物を治療するための組成物。
【請求項１４】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルスをコード化する
核酸。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の核酸を含む、ベクター。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の核酸を含む、ビルレント粒子。
【請求項１７】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の弱毒化ニューカッスル病ウイルスに感染した宿主
細胞。
【請求項１８】
　請求項１４に記載の核酸を含む、宿主細胞。
【請求項１９】
　前記腫瘍が、膀胱癌、卵巣癌、脳腫瘍、膵臓癌、前立腺癌、肉腫、肺癌、乳癌、子宮頸
癌、骨癌、肝臓癌、頭部及び頸部の癌、胃癌、腎臓癌、黒色腫、リンパ腫、白血病、甲状
腺癌、結腸癌、結腸直腸癌、並びに黒色腫癌からなる群から選択される癌である、請求項
１０～１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記被験者に有効量の前記弱毒化ニューカッスル病ウイルスを投与するための請求項１
３に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記弱毒化ニューカッスル病ウイルスを、全身、腹腔内、又は腫瘍内に送達するための
請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記ウイルスを、約１０7ｐｆｕ～約１０9ｐｆｕの用量で投与するための請求項２１に
記載の組成物。
【請求項２３】
　前記ウイルスを、約１０9ｐｆｕ～約１０11ｐｆｕの用量で静脈内投与するための請求
項２１に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記被験者が、膀胱癌、卵巣癌、脳腫瘍、膵臓癌、前立腺癌、肉腫、肺癌、乳癌、子宮
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頸癌、骨癌、肝臓癌、頭部及び頸部の癌、胃癌、腎臓癌、黒色腫、リンパ腫、白血病、甲
状腺癌、結腸癌、結腸直腸癌、並びに黒色腫癌からなる群から選択される新生物を有する
、請求項２０～２３のいずれか一項に記載の組成物。
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